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研究成果の概要（和文）：本研究では、PRP を併用した歯の再植の動物実験モデルを作成し、

歯の移植における PRP の歯周組織治癒過程について形態学的手法を用いて解明することを目的

とした。その結果 PRP を応用した場合は、応用しなかった場合に比べて移植窩周囲組織への炎

症細胞浸潤の減少と、早期の上皮化が観察された。このことから歯の移植に PRP を応用した場

合の治癒過程を解明でき、歯の移植への応用が有用であると示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：Histological evaluation was done on regeneration of periodontal 
tissue in tooth autotransplantation with application of autologous platelet-rich plasma 
(PRP). With application of PRP, inflammatory cell migration was decreased than the case 
without PRP application. The results demonstrated that the application of PRP in tooth 
autotransplantation could be useful in regeneration of periodontal tissue in tooth 
autotransplantation. 
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１． 研究開始当初の背景 

新潟大学医歯学総合病院「歯の移植外来」

では、主に埋伏智歯や矯正治療で便宜的に抜

去された第一小臼歯などの歯根完成歯の移

植を年間 60-70 例行っており、それとともに

歯の移植の予後に関する研究を進めてきた。

その結果、歯根完成歯の自家移植において、
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移植歯の抜歯や脱落といった経過不良とな

る最も大きな原因は術後早期の創傷治癒不

良であり、そのような症例で共通しているこ

とは、受容部に移植歯を受け入れるだけ十分

な歯槽骨や歯肉がないことであった。そして

それらの症例で注目すべきことは、智歯をそ

の前方の第二大臼歯部へ移植するという、歯

の移植では最も多いパターンにおいて、移植

歯の抜歯窩と移植窩が連続してしまい、その

結果術後感染や歯肉壊死などが生じ、移植歯

が生着しないことであった。 

一方、多血小板血漿（Platelet-Rich Plasma, 

PRP）は血小板中に含まれる血小板由来増殖

因子（PDGF）、トランスフォーミング増殖因

子β（TGFβ）、血管内皮増殖因子（VEGF）、

上皮増殖因子（EGF）などの各種成長因子や

血液凝固の際に形成されるフィブリン網の

介在によって創傷治癒を促進すると考えら

れており、歯科、形成外科、整形外科などさ

まざまな分野で骨や軟組織などの組織再生

の試みがなされている。中でも、近心傾斜し

た埋伏智歯の抜歯によってその前方に位置

する第二大臼歯遠心根周囲に生じる歯周組

織欠損に対し、PRP が効果的に歯周組織を再

生するとの報告がある。 

しかしながら、歯の移植へのPRPの応用によ

る歯周組織治癒促進効果についての研究はな

く、基礎的研究も全くなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究では、PRPを併用した歯の再植の動物

実験モデルを作成し、歯の移植におけるPRP

の歯周組織治癒過程について形態学的手法を

用いて解明することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）ラットの PRPを応用した歯の再植実験

モデルの作成 

本研究には生後 12 週齢雄性フィッシャー

系ラットを用い、いずれの場合もセボフルレ

ン、4％抱水クロラールにて全身麻酔を施し、

十分に除痛が得られた状態で行い、手術後の

餌などに配慮した。 

ⅰ) ラット心臓部より採血し、PRP を作成

する。作成した PRP は血小板由来増殖因子

（PDGF）、トランスフォーミング増殖因子β

（TGFβ）、血管内皮増殖因子（VEGF）、上皮

増殖因子（EGF）について ELISA 法で測定す

る。また対照群として全血も採血し、同様に

成長因子を測定した。 

ⅱ) 下顎第二、第三臼歯を抜歯し、同部の

抜歯窩を連続するように骨を削除した。その

後第二臼歯を再植し、第三臼歯抜歯窩にはあ

らかじめラットより採血し、調整した PRPを

填塞するモデル（PRP 群）と全血の血餅を填

塞するモデル（全血群）を作成した。対照群

として抜歯後移植のみ行うモデルを作成し

た。 

ⅲ）術後 6時間後、12時間後、24時間後、

3 日後、5日後、7日後に PRP あるいは全血填

塞部を肉眼的に観察し、再植した第二臼歯と

ともに摘出した。 

（２）ヘマトキシリン、エオジン染色による

PRP および全血填塞部の観察 

パラフィン連続切片を作成し、ヘマトキシ

リン‐エオジン染色を施し、PRP または全血

填塞部をそれぞれ再植した第一臼歯も含め

て組織学的に全体像を観察した。

 



 

 

 

４．研究成果 

抜歯と再植に PRPを応用した群(実験群)は、

抜歯と再植のみ行った群（対照群）に比して

経過観察中全ての時点において炎症細胞の

浸潤が少なかった。 

術後 5日目の肉眼所見と H-E染色の所見では、

対照群では再植した歯の歯周組織には好中

球を始めとした炎症細胞の浸潤が多くみら

れたのに対し（図 1）、実験群では炎症細胞浸

潤は少なく、抜歯窩の上皮化も認められた

（図 2）。 

 

 

図 1 

 

図２ 

今回の研究から歯の移植に PRPを応用した場

合の治癒過程を解明でき、PRP の歯の移植へ

の応用が有用であると示唆された。そのため

埋伏智歯が存在したとしてもその抜歯窩と

受容部が連続してしまうような、これまでの

歯の移植の適応からは逸脱するような症例

にも歯の移植を適応することが可能となる

ことが示唆された。また、PRP による創傷治

癒促進過程も形態学的手法を用いて解明す

る手掛かりとなり、これまで臨床的研究が先

んじてきた PRPに関する今後の研究の発展に

も大きく寄与することになると思われる。 
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